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　前報（秋山　1983)では白山の苔類・ツノゴケ類の種類相について報告したが，本報では白山の蘚

類の種類相ならびに蘚苔類植生の概観について報告する。
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白山における蘇苔類相の概観

　日本海側に位置する山岳の特徴として，白山では針葉樹林の発達が悪い。一方調査区域内ではブナ

帯各地の森林はよく発達している。その結果数少ない種が強く優占するといった針葉樹林林床によく

みられる場所が少なく，数多くの種が多様にすみわけている場所が多くなっている。

　白山の南部，とくに銚子ヶ峰以南の石徹白側および三方崩山東面においては，プナ林林床をササが

覆っているため蘚苔類が侵入できず，種類相はいたって貧弱である。ただ，白山ではめずらしいMa･

cromitrium prolongatum がブナ樹幹にみられること，他地域（スギ植林地を除く）ではほとんどみか

けないLeucobryum bowringiiが目立つことの２点がこの地域の大きな特徴となっている。

　一方，大白川周辺では火山性の岩上にみられるBryoxiphium norvenicum subsp.iaponicumが大

量に生育し，かつLeucobryum spp.がほとんどみられず，前地域と好対照をなしている。

　苔類では全地域を通じてLepidoziaceaeは量的に, Porellaceaeは量，種数ともに貧弱であり，一方

Scapaniaceaeが到る所に旺盛に生育している点が顕著である。

　蘚苔類は一般にその生活を微環境に強く依存しており，おおまかな植生区分を用いて考えることが

必ずしも有効であるとは思えないが，あえてまとめると以下のようである。
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ブ　　ナ　　帯

　ここでは広く落葉広葉樹林をさすものとする。ブナ林内でまず気がつくことは，目の届く範囲で樹

幹着生植物が少ないことである。ブナは一般に言われるような典型的な日本海側型をしており，地上

６～7 mで枝分れするまで真直ぐに伸びている。幹の途中には地衣類さえ少なく，まして蘚苔類はほ

とんどみあたらない。しかしこれを一概に風雪の影響ということはできず，たとえばミズナラでは高

さ2 mほどのところから蘚苔類がみられる。

　今回の調査では樹幹上部の蘚苔類については充分採集することができなかったが，落枝，倒木など

を利用してこれを補った。富山県シシバミ割国有林のブナ林着生蘚苔類群落を調べたIWATSUKI　＆

Hattori （1959）の報告した種類と比較してみると，大きな見落しはないようである。

　ブナ帯各地の河辺，水流沿いでも採集をおこなったが，白山の沢は源流域の激しい崩壊のため一般

に荒れており,水際の蘚苔類植生は概して貧弱である。ただ，蛇谷本流の河辺（白山自然保護センター

付近）や，この流域上部の小支流沿いには分布上注目される蘚苔類をみいだすことができる。Mar-

chantiatosana は本州の日本海側からは初めての報告である。太平洋側に産するものと形態上（腹リ

ン片，雌器托など）は大きな差はみられない。FissidensmicrocladusはIwATSUKi & Suzuki（1982）

によれば，日本海側からは島根県安来市についで２番目の報告となる。Hygrohypnum luridum var.

subsphaericarponはこの流域の河辺に豊富に産するが，白山が分布の西限となる。Jungermannia

Cyclopsは日本で６番目の産地にあたり，中部日本からは初めての報告である。なお，蛇谷流域での調

査は充分でなく，さらに興味ある種がみつかる可能性が高い。

。ブナ帯下部(900－1,200 m),とくに大白川周辺，岩間温泉周辺では以下の極めて興味ある種がみつ

かった。Hygrobiellalaxifolia(中部日本からは初めての報告), Lophozia heterocolpa (日本で３番

目の報告), Xenochila integrifolia,Rhynchostegium shikokuense (本州新産), Plagiochasma

intermedia (北陸地方新産), Dichelyma japonica,Fissidensgrandifrons,Leucodon nipponicus。

ブナ帯の森林が残され，蘚苔類植生がよく保存されているためと考えられる。

温　泉　付　近

　白山は火山であり山麓各地に温泉が湧きだしている。そのような場所は特殊な環境をなしているが，

温泉の湯の中にはラン藻類が繁茂しているのみで，湯気があたる場所に蘚苔類が生育している。今回

は岩間温泉付近でのみ採集できたが，次の４種がみられた。Jungermannia vulcanicola,Philonotis

turneriana,Barbula unguiculata,Bryum cellurale.

石　　灰　　岩

　調査地域には石灰岩の顕著な露頭はみあたらなかった。しかし好石灰岩性蘚類として知られる以下

の種をみいだした。Encalypta streptocarpa,Tortellatortuosa,Fissidensgrandifrons.

針葉樹林帯

　針葉樹林とよべるほどのものはみられないが，そこには特有な蘚苔類が生育し，また蘚苔類にとっ

て良好な環境ともなっていることから，目録においてはアオモリトドマツ帯（アオ帯と略す）として
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積極的に用いた。

　アオ帯の特徴として林床，樹幹に大量の蘚苔類が生育していることがあげられる。また量に比して

その種類相が単純なことも顕著である。樹幹や枝にはDicranum viridevar.hakkodense, Rigodiadel･

phus robustus,Dolichomitriopsiscrenulata,株元にはBrotherellahenonii,Scapania spp.がめだつ。

林床はPtilium crista-castrensis,Pleurozium schreberi,Dicranum spp.,Hylocomium spp.で埋めつ

くされ，他にHypnum fujiyamae,Pseudobryum speciosum, Polytrichmn spp.,Diplophyllum spp.,

Sphagnum girgensohnii,Sanionia uncinataなどがみられる。

亜　高　山　帯（湿性高茎草原を含む）

　種類相は豊かであるが，量的には豊富ではない。Polytrichum spp.,Pogonatum spp.,Oligotrichum

spp･,Kiaeria spp.,Pohlia spp.,Diplophyllum spp.,Marsupella spp.が顕著である。

　この地域では湿原，池塘が各所に散在し, Sphagnum spp., Gymnocolea inflata, Polytrichum

commune var.swartsii,Drepanocladus fluitans,Rhacomitrium ericoides,Hygrohypnum luridum

などがみられる。又，枝先が強く鎌状に曲がる典型的なHypnum lindbergiiはこのあたりにみられる。

そのほかの種については目録に詳しい。

高　　山　　帯

　亜高山帯では種類相は豊かであるが，このことは室堂近辺の2.500 mを越える地域と比較すると一

層明確になる。ここではハイマツ林と大小７つの池以外はいわゆる荒原である。これはおよそ400年

前の噴火の際，熱雲（火山灰や水蒸気，火山ガスを含む高温の半気体状物質）におおわれたためであ

り，現在も荒涼とした一種独特の景観をなしている。

　蘚苔類はハイマツ林床，ガンコウラン群落内あるいは登山道沿いに生育するのみで，まれに岩上に

Grimmia spp.,岩隙にDiplophyllum spp.,Gymnomitrion spp.,Arctoa fulvellaなどがみられる。ハ

イマツ林床や樹幹にはPtilidium calfornicmum, p. pulcherrimum, Ptilium crista-castrensis,Di･

cranum fuscescens, Sanionia uncinataがみられ，その間を通る登山道沿いにはPohlia elongata,

Pogonatum urnigerum, Polytrichum alpinumがめだつ。池のほとりにはRhacomitrium ericoides,

R. fasciculare,Polytrichum juniperum,Amblystegiaceae（種名不詳）が水に浸った状態で生育して

いる。又，雪渓がとけた水の流れる沢沿いでは，流れに浸った状態でAndreaea nivalisや

Rhacomitrium sudeticumが群生している。

　高山帯の蘚苔類植生についての詳しいことはHORIKAWA et al.（1961）を参照されたい。

蘚　類　目　録

１　この目録は，著者が1981年から1982年にかけて採集した標本に基づく。これらの標本はすべて

　京都大学理学部植物学教室標本庫（ＫＹＯ）に収められている。

２　科の配列は，おおむね野口（1959）に拠った。

３　生育基物については一部を次の略号を用いて示した。tt……樹幹,tb……株元,r……岩上, rs……

　岩の上の土上, rhs……岩の上の腐植土上, s……土上, hs……腐植土上, h……腐植上。

４　標本はすべてをあげたが，数の多いものについては一部省略した。

Dicranum viride var. hakkodense, Rigodiadel-

phus robustus, Dolichomitriopsis crenulata, Brotherella henonii, Scapania spp.

Ptilium crista-castrensis,Pleurozium schreberi, Dicranum spp.,Hylocomium spp.

Hypnum fuiiyamae,Pseudobryum speciosum, Polytrichum spp.,Diplophyllum spp.,

Sphagnum girgensohnii,Sanionia uncinata
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５　標本番号に対応する産地については表1,図１を参照されたい。
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Bryopsida　　蘚　綱

1　Sphagnaceae　ミズゴヶ科

2　Andreaeaceae　クロゴケ科

3　Tetraphidaceae　ヨツバゴケ科

4　Buxbaumiaceae　キセルゴヶ科

5　Diphysciaceae　イクビゴヶ科
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6　Polytrichaceae　スギゴケ科

7　Fissidentaceae　ホウオウゴケ科
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8　Ditrichaceae　キンシゴケ科

9　Bryoxiphiaceae　エビゴケ科

10　Seligeriaceae　コシッポゴケ科

11　Dicranaceae　シッポゴケ科



石川県白山自然保護センター研究報告　第11集(1984）



秋山：白山の蘚苔類　２　蘚類

12　Leucobryaceae　シラガゴケ科

13　Encalyptaceae　ヤリカツギ科

14　Pottiaceae　センボンゴケ科

15　Grimmiaceae　ギボウシゴケ科
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16　Funariaceae　ヒョウタンゴケ科

17　Splachnaceae　マルダイゴケ科

18　Bryaceae　カサゴケ科
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19　Mniaceae　チョウチンゴケ科
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20　Aulacomniaceae　ヒモゴケ科

21　Rhizogoniaceae　ヒノキゴケ科

22　Bartramiaceae　タマゴケ科
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23　Orthotrichaceae　タチヒダゴヶ科

24　Fontinalaceae　カワゴケ科

25　Climaciaceae　コウヤノマンネングサ科

26 Cryphaeaceae　ツルゴケ科

27　Leucodontaceae　イタチゴケ科
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28　Trachypodaceae　ムジナゴケ科

29　Pterobryaceae　ヒムロゴケ科

30　Neckeraceae　ヒラゴケ科

31　Lembophyllaceae　トラノオゴケ科

32　Hookeriaceae　アブラゴケ科

33　Hypopterygiaceae　ク･ジャクゴケ科

34　Theliaceae　ヒゲゴケ科

35　Fabroniaceae　コゴメゴケ科
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36　Leskeaceae　ウスグロゴケ科

37　Thuidiaceae　シノブゴケ科
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38　Amblystegiaceae　ヤナギゴケ科

39　Brachytheciaceae　アオギヌゴケ科
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40　Entodontaceae　ツヤゴケ科

41　Plagiotheciaceae　サナダゴケ科

42　Sematophyllaceae　ハシボソゴケ科
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43　Hypnaceae　ハイゴケ科

44　Rhytidiaceae　フサゴケ科
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45　Hylocomiaceae　ヒヨクゴケ科

いままでの文献に報告され，今回見いだすことができなかった種は次の通り。

Sphagnum acutum Warnst. var. hakusanense Warnst. Suzuki 1981

Schistidiumliliputanum(C. Muell.) Deguchi. Deguchi 1979

Grimmia anomala Hampe ex Schimp. Deguchi 1979

Pohlia longicolla(Hedw.) Lindb. Ochi 1959

Bryum mayrii Broth. Ochi 1959

B. yasudae (Broth.) Ochi . Ochi 1959

B. versicolorA. Braun. Ochi 1959

Claopodium crispifolium(Hook.) Ren. et Card. Noguchi 1964

Hygrohypnum tsurugisanicum Card. Kanda 1976

Pseudohygrohypnum purpurascens (Broth.) Kanda. Kanda 1976

Brachythecium uncinifoliumBroth, et Par. Takaki 1955

以上11種である。

摘　　　　要

　本報告の目録は, 1981年と1982年の２年間に，著者によって白山から採集された，蘚苔類あわせて

2,300点の標本に基づいて作成された。今回ばその2"として蘚類45科110属249種10変種１品種

を報告するとともに白山の蘚苔類植生の概観をのべた。
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Summary

The present report on the bryophyte-flora of Mt. Hakusan is based on about 2300 specimens

collected between 1981 and 1982. The recognized bryophytes include 110 genera, 249 species, 10

varieties and 1 forma in Musci.
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